
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

枚方市長選挙 改革派・中司前市長の返り咲きならず 労組支援の竹内市長再選 

枚方市長選挙が 8 月 28 日に投開票され、現職で民主党や自治労をはじめとする労働組合の全面支援を受け

た竹内脩候補（無所属）が、前市長の中司宏候補（無所属、みんなの党・自民党支部推薦）らを破り再選しま

した。選挙結果は次の通りです（敬称略）。竹内脩（無所属・現）5万 4246 票、中司宏（無所属・元）4 万 2649

票、三和智之（日本共産党・新）9056 票、大田幸世（無所属・新）8937 票、円若正彦（無所属・新）1306 票。

投票率は 36.13％で、前回の 33.16％を 2.97 ポイント上回りました。 

 

 

 

 

＜解説＞今回の市長選挙は、談合事件での冤罪を主張し、あと 4 年待っていては市の財政はさ 

らに悪化し取り返しがつかなくなると訴える前市長の中司候補が、現市長で民主党や労組の支 

援を受ける竹内候補に挑む構図でした。私は中司候補の冤罪を信じ、この 4 年間で後退した市 

政を再生し改革を進めてくれるのは、12 年間の市長時代に財政を再建するとともに、多くの課

題を解決した中司候補しかいないと考え応援をしました。同じく、みんなの党・自民党・大阪維新の会・

無所属の府・市議会議員、近隣市の各市長など、多くの議員・首長が中司候補を信じ応援をしました。選

挙戦では「行財政改革」と「地域主権改革」を柱に人件費の 3割削減などの政策を訴える中司候補に対し、

相手陣営はまともなビジョンや政策を示さず、人権侵害とも思われる中司候補への一方的なネガティブキ

ャンペーンに終始しました。政策が戦わされることはなく、誹謗中傷だけの品位に欠ける選挙になってし

まったことは、市民にとって不幸なことであり残念でなりません。また、ネガティブキャンペーンの嵐の

中で、冤罪についての理解を広げることがいかに難しいかを痛感した選挙戦でもありました。しかし、そ

のような逆境の中で 4万 2649 人もの方が中司候補を信じ投票してくださったことは、改革を望む声が大き

いことの証しでもあります。私はこの改革を望む市民の声をしっかりと受け止め、二元代表制の一翼を担

う議会の一員として竹内市政を厳しくチェックし、改革がこれ以上後退しないよう努めていく覚悟です。 

 

 

 

 

 

活動の詳細については「かじや知宏のホームページ」をご覧ください 

携帯電話からも私の

活動記録をご覧にな

ることができます→ 

長尾・牧野駅前で議員報告を行っています ～400 回継続中～ 

市民の皆さまと市政情報を共有したいとの想いから、午前 6時 20 分頃～8時 30 分頃に長尾・牧野駅前

「議員報告」の配布とそのご報告を行っています。 で


